
 
  
確保が困難な物資（４８事業所：複数回答） 

マスク 25事業所 

手指消毒液 23事業所 

手 袋 22事業所 

その他 

防護服・フェイスシールド 

ゴーグル・使い捨てエプロン 

手指消毒以外のアルコール 

新型コロナウイルス感染症に伴い、現在直面している課題、今後予測される課題（４８事業所・複数回答） 

（表１） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
、
「
３
密
（
さ
ん
み
つ
）
」
回
避
の
呼
び
か
け
が
進
ん
で
い
ま

す
。
島
根
県
内
の
感
染
拡
大
の
勢
い
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
て
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
「
日
常
」
が
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
て
、
５
月
に
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
】
を

実
施
し
ま
し
た
。
各
事
業
所
と
も
様
々
な
感
染
防
止
策
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
安
来
市
内
の
53

の
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
（
通
所
・
訪
問
・
入
所
）
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
（
回
収
率
90

％
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、
現
在
直
面
し
て
い
る

課
題
・
今
後
予
測
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
、
感
染

対
策
強
化
の
緩
和
時
期
に
つ
い
て
判
断
基
準
を
課
題
と
す
る

意
見
が
多
く
、
次
い
で
、
物
資
の
確
保
が
困
難
と
い
う
意
見
が

多
か
っ
た
で
す
。 

（
表
１
参
照
） 
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利用者へのコロナ対する周知（１） 

患者・利用者が発症した場合の入院先(11) 



  
感
染
対
策
と
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
各
施
設
で
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
面
会
」
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
な
か
に
は
、
感
染
防
止
の

対
策
と
し
て
、
面
会
制
限
・
面
会
禁
止
の
措
置
を
講
じ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
利
用
者
が
家
族
と
長
い
期
間
顔
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
、
精
神
的
に
不
安

定
に
な
る
等
、
状
態
の
変
化
を
危
惧
す
る
声
も
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。 通

常
の
面
会
に
替
え
て
、
写
真
を
添
え
た
手
紙
に
よ

る
近
況
報
告
や
、
窓
越
し
で
の
面
会
な
ど
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
す
な
か
で
、
機
器
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

整
備
さ
れ
た
事
業
所
で
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「安
心
感
」
の
獲
得
と
体
制
整
備 

導
入
後
の
効
果
は
、
利
用
者
と
家
族
の
双
方
が
「
安

心
感
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
一
方
で
は
顔
の
見
え
な
い

こ
と
に
よ
る
「
心
配
」
「
不
安
」
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
思
考
の

部
分
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
反
面
、
意
思
疎
通
や
座
位
保
持
が
困
難
な
方
の

面
会
に
は
、
時
間
や
機
器
の
調
整
に
時
間
を
要
し
、
ま

た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
中
は
職
員
が
傍
ら
で
操
作
の
補

助
を
す
る
為
、
頻
回
の
要
望
に
応
え
る
に
は
職
員
の
勤

務
調
整
も
必
要
と
な
り
ま
す
。 

事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
で
、

機
器
の
台
数
制
限
に
よ
る
予
約
の
重

複
や
、
食
事
・
入
浴
時
間
を
回
避
す
る

な
ど
時
間
調
整
を
す
る
た
め
の
工
夫

も
し
て
い
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

面
で
は
、
居
室
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会

を
実
施
す
る
場
合
は
、
他
の
利
用
者
へ

の
配
慮
や
、
画
面
上
に
個
人
情
報
が

映
り
こ
ま
な
い
よ
う
に
「
背
景
」
へ
の
配

慮
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 
働
き
方
の
変
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議 

オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
と
同
様
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
取

り
入
れ
た
事
業
所
も
あ
り
ま
し
た
。
法
人
内
の
事
業
所

が
同
じ
建
屋
に
な
い
場
合
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
て

一
堂
に
会
す
る
機
会
を
減
ら
す
よ
う
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
３
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
の
回
避
だ
け
で
な

く
、
会
場
ま
で
の
移
動
時
間
の
短
縮
や
、
資
料
の
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
な
ど
働
き
方
の
見
直
し
に
も
一
役
買
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。 た

だ
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
会
の
よ
う
に
施
設
内
で
の
通

信
と
は
異
な
り
、
通
信
状
況
の
不
具
合
に
よ
る
音
声
の

途
切
れ
や
画
像
の
乱
れ
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
予
想

以
上
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

機
器
操
作
に
も
「
慣
れ
」
と
「
コ
ツ
」
が
必
要
と
な
り
、

複
数
人
で
会
議
を
開
催
す
る
際
に
は
、
他
者
が
話
を
し

て
い
る
時
に
は
、
自
分
の
使
用
し
て
い
る
マ
イ
ク
を
オ
フ

に
し
て
お
く
と
聞
こ
え
が
良
く
な
る
と
の
情
報
も
入
っ

て
い
ま
す
。 ま

め
ネ
ッ
ト
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
以
前
よ
り
、

ま
め
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
活
用
し
て
い
る
事

業
所
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
宅
で
行
う
会
議
（
例
：
リ
ハ

ビ
リ
会
議
）
で
は
、
医
師
の
参
加
の
促
進
や
、
そ
の
際
の

参
加
時
間
短
縮
を
目
的
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
に
つ
い
て
、
利
用
者
や
家
族
の

理
解
を
得
る
こ
と
、
簡
潔
明
瞭
に
状
況
報
告
を
行
う
段

取
り
な
ど
、
事
前
準
備
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
あ
り
ま
す
が
、

効
率
的
に
業
務
を
進
め
る
為
に
大
変
有
効
的
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

「
新
た
な
日
常
」
に
取
り
入
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
５３
の
事
業
所
の
う
ち
、
約
１
割

が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
面
会
や
会
議
を
取
り
入
れ
て

い
ま
し
た
。
各
事
業
所
の
導
入
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 



    
対
策
の
強
化
と
緩
和 

 

全
都
道
府
県
に
発
令
さ
れ
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
受

け
て
、
各
事
業
所
と
も
感
染
対
策
の
取
り
組
み
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
約
１
か
月
後
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
ま
し
た
が
、
第
２
波
・

第
３
波
を
心
配
す
る
と
、
箍
（
た
が
）
を
緩
め
る
に
は
判

断
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
あ
る
市
内
事
業
所
か

ら
職
員
向
け
に
設
け
た
感
染
対
策
の
規
制
を
段
階
的
に

緩
和
し
た
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
（
※
１
） 

別
の
事
業
所
か
ら
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
市
内

で
発
生
し
た
際
の
感
染
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
職

員
が
普
段
使
用
す
る
更
衣
室
・
ト

イ
レ
・
休
憩
室
な
ど
を
部
署
ご
と

に
細
か
く
使
用
エ
リ
ア
を
分
け
、

徹
底
し
た
三
密
回
避
の
対
策
が

準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

職
員
の
精
神
的
ケ
ア 

こ
の
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

感
染
対
策
強
化
が
長
期
化
す
る
こ
と

で
、
職
員
の
精
神
的
ケ
ア
の
必
要
性

も
約
４
割
の
事
業
所
が
課
題
と
し
て
い
ま
し
た
。
以
下

の
よ
う
な
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
の
で
最
後
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
「
連
日
の
報
道
等
に
不
安
感
を
煽
ら
れ
る
よ
う
な
社

会
状
況
下
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

具
体
策
が
あ
れ
こ
れ
あ
ろ
う
は
ず
も
な
く
、
た
だ
、

そ
の
事
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
い
く
意
識
統
一
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。
毎

日
の
朝
礼
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
上
げ
て

意
識
を
高
め
、
同
時
に
職
員
間
の
声
掛
け
を
大
切
に
し

て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
（
プ
ロ
の
介
護
職
と
し

て
、
ご
利
用
者
を
守
る
、
職
場
を
守
る
）
」 

   

こ
の
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
回
答
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
事
業
所
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
追
加
の
情
報
の
ご
提
供
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

  

  

「
乗
り
越
え
る
た
め
に
積
み
上
げ
た
対
策
」 

  
各
々
の
事
業
所
が
取
り
組
ま
れ
た
感
染
対
策
や
緩
和

措
置
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す 

※1 参考資料 

   緊急事態宣言解除後から 

感染対策を段階的に緩和した情報をご提供いただきました。（変更日 6月 14日） 

 

【緊急事態宣言発令中の対応】 一部抜粋／赤字が変更点 

・ 毎朝の体温測定（37．0℃以上の発熱で出勤停止）     ⇒ 継続 

・ 受付のビニールシールド設置                   ⇒ 継続 

・ 職員及び家族の他府県への移動制限（鳥取県を除く）    ⇒ 制限解除 

・ 取引業者及びその他業務以外の業者の建物への入場制限 ⇒ 制限解除 

・ 職員の摂食時の食堂利用人数の制限              ⇒ 制限解除 

・ 利用者の面会の禁止         ⇒ 1日 1名 10分以内の面会を許可 

 



  
 当センターにお寄せいただいた、感染対策の取り組みをご紹介します。    

安来市在宅医療支援センター 

〒692-0206  島根県安来市伯太町安田 1700番地  ＴＥＬ 0854-37-9337  ＦＡＸ 0854-37-1265 

Ｅ－ｍａｉｌ swan-link@yasugi-med.or.jp 

• ４人テーブル→３人テーブルにして、対面をさけて座る 

• 利用者が集まるテーブルにパーテーションを設置 

• 利用者同士の席を離し、密を避ける 

• 食事時の座り方の変更（対面にならないように等） 
• 換気回数を増やした（気温も上がった事により、風の強くない日は窓を全開） 
• 事業所及び各器械の消毒回数を増やした（利用者が日常触れる箇所など） 
• 席の配置やレク内容を工夫 

• 接触するような行事は中止（できるだけ１ｍ以上離す） 
• 次亜塩素酸ナトリウム（キッチンハイター）での拭き消毒 

職員に関すること 

• 休日の際の移動制限、職員家族の帰省の制限 （不要不急の外出制限） 

• 職員の健康チェックの強化             （毎日検温後出勤） 

• 会合などの出席禁止                 （自宅で過ごしてもらう） 

• 休憩時間の３密回避を実施             （時間差休憩など） 

• 職員行動記録を各自記入          

利用者に関すること 

• 健康チェックの強化・項目を増やした 

• 利用者・利用者家族あてに体温測定の徹底をお願いする文章の送付 

• 同居家族の体調確認 

• 利用者の体温、体調確認は以前から行っていたが家族の体調についても（利用日以外も）具体
的に記載していただく用紙を作成 

• 37.5℃以上の熱又は風邪症状があれば利用を控えてもらう（自宅療養してもらう） 

• 利用者がサービス利用時間に自分用のマスクを作成 

• 午後の検温の回数を増やす 

感染対策の取り組み紹介 

施設内に関すること 


